
岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部第 18 回本部員会議 

次   第 

日時 令和２年７月 30日（木） 

14時 00分から 

場所 県庁 12階 特別会議室 

 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

 

（１）新型コロナウイルス感染症に係る発生状況等について 

 

（２）県内で確認された新型コロナウイルス感染者の状況等について 

 

（３）その他 

 

 

３ 閉会 
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新型コロナウイルス感染症に係る発生状況等について 

１ 本県における電話相談窓口等の対応状況について           

(1) 帰国者・接触者相談センターへの相談状況 

 コールセンター：24時間（全日）、各保健所等（県庁・盛岡市含む）：9～17時（平日のみ） 

相 談 

対 応 日 

2/8土～ 

7/22水 

7/23 

木 

7/24 

金 

7/25 

土 

7/26 

日 

7/27 

月 

7/28 

火 
累計 

コ ー ル 

セ ン タ ー 
1,972 27 40 38 39 48 37 2,201 

各保健所等 8,872 6 17 20 13 55 23 9,006 

合 計 10,844 33 57 58 52 103 60 11,207 

 

(2) 一般相談窓口への相談状況 

コールセンター：9～21時（全日）、各保健所等（県庁・盛岡市含む）：9～17時（平日のみ） 

相 談 

対 応 日 

2/8土～ 

7/22水 

7/23 

木 

7/24 

金 

7/25 

土 

7/26 

日 

7/27 

月 

7/28 

火 
累計 

コ ー ル 

セ ン タ ー 
1,136 20 17 15 11 24 30 1,253 

各保健所等 6,098 1 1 2 0 28 18 6,148 

合 計 7,234 21 18 17 11 52 48 7,401 

 

(3) 本県における検査件数 

これまでの検査のうち、２件検出（7月 30日０時現在） 

検 査 結 果 

判 明 日 

2/13 

～ 

7/23木 

7/24 

金 

7/25 

土 

7/26 

日 

7/27 

月 

7/28 

火 

7/29 

水 
合計 

ＰＣＲ検査

行 政 

568 

 （4） 

2 

 

5 

 （1） 

2 

 

7 

 

2 

 

2 

 

588 

(5) 

ＰＣＲ検査 

民 間 

730 

 （6） 
－ 

1 

 
－ 

16 

 

49 

 （1） 

14 

  

810 

(7) 

抗 原 検 査  48 － 1 － 1 6 － 56 

合   計 
1,346 

(10) 

2 
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 （1） 

2 

 

24 

 

57 

(1) 

16 

 

1,454 

(12) 

うち陽性数 － － － － － － 2 2 

うち陰性数 1,346 2 7 2 24 57 14 1,452 

※１ ＰＣＲ検査と抗原検査の両方を実施した人は、（）内で表示。ＰＣＲ検査件数の内数

とする（抗原検査はＰＣＲ検査前に実施し、全て陰性と判定）。 

※２ 抗原検査欄は、抗原検査のみ実施した件数を計上する。 

 

 

資料１ 
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   【参考：地域外来・検査センターでの受付分（ＰＣＲ検査民間の数値の内数）】 

検 査 結 果 

判 明 日 

2/13 

～ 

7/23木 

7/24 

金 

7/25 

土 

7/26 

日 

7/27 

月 

7/28 

火 

7/29 

水 
合計 

地 域 外 来 

受 付 分 
126 － 1 － 3 10 3 143 

 

２ 東北地方における感染者の確認状況について             

 【7月 30日０時時点検出者、（）内は新規検出者数、単位：人】 

自治体 
6/26（金） 

時点 

7/3（金） 

時点 

7/10（金） 

時点 

7/17（金） 

時点 

7/24（金） 

時点 

7/29（水） 

時点 

青森県 
27 

(－) 

27 

(－) 

29 

(2) 

31 

(2) 

31 

(－) 

31 

(－) 

岩手県 － － － － － 
2 

(2) 

宮城県 
92 

(3) 

97 

(5) 

100 

(3) 

129 

(29) 

140 

(11) 

153 

(13) 

秋田県 
16 

(－) 

16 

(－) 

16 

(－) 

16 

(－) 

16 

(－) 

18 

(2) 

山形県 
69 

(－) 

69 

(－) 

71 

(2) 

75 

(4) 

75 

(－) 

75 

(－) 

福島県 
82 

(－) 

82 

(－) 

83 

(1) 

84 

(1) 

86 

(2) 

87 

(1) 

合計 
286 

(3) 

291 

(5) 

299 

(8) 

335 

(36) 

348 

(13) 

366 

(18) 
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（１）首都圏等の感染者（新規検出者）の推移 

 

 

4/15 61名 
7/23 64名 

3/28 61名 
4/16 58名 

7/29 49名 

３ 国内の感染者の状況                        
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4/17 206名 

7/23 366名 

4/11 76名 

7/29 70名 
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4/9 92名 

7/28 155名 

4/11 42名 

7/26 49名 
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4/11 43名 

7/26 90名 

4/10 708名 

7/28 968名 

7/23 966名 
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 （２）全国の状況【7月 30日０時時点、  の数値は過去最多検出者数、単位：人】 

自治体 
～7/28まで 

の累計件数 

7/29に判明

した件数 
自治体 

～7/28まで 

の累計件数 

7/29に判明

した件数 

北海道 1,399 5 滋賀県 157 6 

青森県 31 0 京都府 708 41 

岩手県 0 2 大阪府 3,430 221 

宮城県 149 4 兵庫県 1,059 46 

秋田県 18 0 奈良県 215 6 

山形県 75 0 和歌山県 134 6 

福島県 86 1 鳥取県 8 2 

茨城県 259 9 島根県 29 0 

栃木県 169 16 岡山県 66 5 

群馬県 182 1 広島県 286 17 

埼玉県 2,145 53 山口県 51 2 

千葉県 1,526 49 徳島県 16 7 

東京都 11,611 250 香川県 46 0 

神奈川県 2,286 70 愛媛県 89 0 

新潟県 96 2 高知県 80 0 

富山県 236 0 福岡県 1,534 101 

石川県 314 2 佐賀県 69 3 

福井県 129 6 長崎県 59 2 

山梨県 90 0 熊本県 136 21 

長野県 98 4 大分県 62 0 

岐阜県 265 30 宮崎県 94 12 

静岡県 218 16 鹿児島県 229 3 

愛知県 1,276 167 沖縄県 235 44 

三重県 80 10 空港検疫等 568 22 

 合計 32,098 1,264 

 



直近の感染状況等の分析と評価

令和２年７月22日（水）

1

新型コロナウイルス感染症対策分科会

SS19010037
テキストボックス

SS19010037
テキストボックス
資料１（参考）



１．直近の感染状況等

〇新規感染者数の動向
 新規感染者数は全国的に継続して増加傾向にある。

・人口10万人当たりの１週間の累積感染者数（7/20） 全国：2.80人（2,190人） 東京都：11.01人（1,533人）
⇒ 大阪府4.81（424人）、京都府4.26（110人）、埼玉県4.04（297人）、千葉県2.86（179人）、
神奈川県2.73（251人）、福岡県2.66（136人）などでも感染拡大が見られる。

・感染経路が特定できない症例の割合（7/4～7/10） 全国：43％ 東京都：43％

 東京都では、接客を伴う飲食店や友人・知人との飲み会などにおいて若年層を中心とした感染者増が続
いているが、その他の年代の感染者数も増加傾向。

〇入院患者数の動向
 入院患者数は増加しており、受け入れ可能病床に対する割合も増加している。
・入院者数 全国（7/15）：1,717人（8.8％） 東京都（7/21）：949人（28.8％）
・受入確保病床数（7/15） 全国：19,496床（想定28,794床） 東京都：3,300床（想定4,000床）

 一方、重症患者数は、現時点では少ない状況にあるが、少しずつ増えている。
・重症者数 全国（7/15）：41人（1.6％） 東京都（7/21）：14人（3.5％）
・重症患者受入確保病床数（7/15） 全国2,555床（想定3,888床） 東京都：400床（想定500床）

〇検査体制
 検査体制は着実に拡充している。

・直近1週間の検査数（7/6～7/12）
全国70,180件（前週比＋21,404件）、東京都で21,350件（前週比＋6,155件）。

 検査件数に対する陽性者の割合は、一定割合以下に抑えられているが、少しずつ上昇が見られる。
・陽性者数の割合（7/6～7/12）は3.0％（前週比＋0.4％ﾎﾟｲﾝﾄ）であり、緊急事態宣言時
（4/6～4/12の8.8％）と比較して低位だが、東京都では5.9％（前週比＋0.5％ﾎﾟｲﾝﾄ）となっている。

 「発症～診断日」の平均日数は縮減の後、横ばい傾向。
・「発症～診断日」の平均（6/29～7/5）全国 4.9日、東京都5.1日
※ 4月中旬（4／13～19）：全国 7.6日、東京都 9.0日 2



○ 検査体制は着実に拡充されており、検査件数に占める陽性者の割合や発症から診断日までの平均日数
などをみても全体としてはひっ迫していない。ただし、一部の保健所では積極的疫学調査に伴う検査数の
増などへの対応がひっ迫しつつある。

⇒ 入院患者数、重症者数、死亡者数は遅れて増加することが見込まれることにも留意。

○ 医療提供体制は、入院患者数の増加が見られるが、現時点で重症者数は少なく、直ちにひっ迫する状況
にはない。ただし、一部の地域では軽症・中等症患者への入院・宿泊療養施設が十分に確保されていない。

⇒ 体制がひっ迫している一部の保健所への人的・物的な支援、入院・宿泊療養施設の確保等に早急に
取り組むことが必要。

○ 東京都を中心に接待を伴う飲食店や友人・知人との会食を介した感染拡大が続いており、地方でも
ショーパブや昼カラオケなどによるクラスター感染が報道されている。

○ 現段階では、いわゆる３密と言われる場所や家庭内感染、施設内感染が主であり、基本的な感染対策が
行われていれば、近隣のスーパーでの買い物や出勤の公共交通機関、オフィスなどで感染が拡大する状況
ではないと考えられる。

⇒ ３密の回避、大声を上げる環境の回避、接待・会食での飛沫防止、換気の徹底などの必要性が改めて
強く示唆。

○ 感染者のうち、６０代以上の方は１割程度で推移しており、３／４は２０代～３０代となっている。

○ 感染者のうち８割以上は、二次感染を起こしていないが、３密環境では数十人単位のクラスターが形成

⇒ 感染者は若年層が中心であり、中高年層への拡大が懸念される。改めて、若年層に行動変容をお願い
することが必要。

○ 爆発的な感染拡大には至っていないが、感染が徐々に拡大しており、感染者数が増加している地域等に
おいては、社会経済に十分配慮した上で、増加基調を転じさせるための実効性のある取組みが求められる。

２．直近の感染状況の評価等
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爆発的な拡大

漸増

平坦

微減

大幅減

発症日

報
告
数

現在

３．社会経済と感染対策の両立のための目標と基本戦略：政府への提案

目標 ：医療・公衆衛生・経済が両立しうる範囲で、

①十分に制御可能なレベルに感染を抑制し、死亡者・重症者数を最少化。

②感染レベルをなるべく早期に減少に転じさせる。

基本戦略：１．個人・事業者：ともに協力し、感染拡大しにくい社会を作る。

２．社会：集団感染の早期封じ込め

３．医療：重症化予防と重症者に対する適切な医療の提供

4

【現時点で早急に取り組むべき対策：
政府への提案】

①合理的な感染症対策のための迅速な
リスク評価

②集団感染（クラスター）の早期封じ込め

③基本的な感染予防の徹底（３密回避等）

④保健所の業務支援と医療体制の強化
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①合理的な感染症対策のための迅速なリスク評価
 自治体は、リスク評価に基づき、効率的なリソースの配分を行い、優先順位をつけて対策を迅速に実施
する。

②集団感染（クラスター）の早期封じ込め
 徹底した院内・施設内などにおける集団感染の未然防止と早期検知。陽性者の入院等の迅速な対応

 接触者の調査と対応

 クラブ等の接待を伴う飲食店などクラスターの発生した周辺地域・関連業種での迅速な実態把握と対策
の促進
⇒ 場合により様々な積極的介入方策（営業時間短縮や休業の要請等）を検討

③基本的な感染予防の徹底（３密回避等）
 事業者：ガイドラインを適宜見直し、遵守を徹底。遵守が不十分な場合の休業要請も考慮

個人：３密回避を遵守した「新しい生活様式」の徹底に向けた注意喚起
⇒ 感染者の多い「若年層」、中でも感染リスクの高い行動を取る対象者に向けた効果的な情報発信。

感染拡大防止の主役として、高齢者等のみならず、自分自身のいのちを守ることにつながるという
メッセージ

④保健所の業務支援と医療体制の強化
 人材や物資（ＰＰＥなど）の確保、効率的な業務執行への支援

 宿泊療養施設、入院患者受入病床の拡充

⑤水際対策の適切な実施

〇 感染拡大が継続したときや爆発的な感染拡大に備えて、判断に係る指標等及び取るべき対
策について可及的速やかに検討する。

現時点で早急に取り組むべき対策：政府への提案



新型コロナウイルス感染者の状況等について（盛岡市） 

 

１ 患者概要                                      

（１）年  代   40代 

（２）性  別   男性 

（３）居 住 地   盛岡市保健所管内（盛岡市） 

（４）症 状 等   喉の違和感、軽い咳 

（５）濃厚接触者等 現在、盛岡市保健所にて調査中。 

職場関係者以外の濃厚接触者はなし。※１ 

（６）そ の 他   本人から相談、７月 29日（水）に帰国者・接触者外来を受診。 

同日、PCR検査を実施、陽性と判明し、感染症指定医療機関へ入院。 

 

２ 行動歴等                                      

 

７月 22日（水）自家用車で関東地方のキャンプ場に移動、友人３人と合流 

７月 23日（木）～26日（日）まで 関東地方のキャンプ場に滞在 

（４人で同じテントに宿泊） 

７月 26日（日）関東地方のキャンプ場を自家用車で出発、同日帰宅 

        帰宅途中、食事・トイレ休憩で３か所サービスエリアに立ち寄る ※２ 

               スーパーに立ち寄り買い物 ※２ 

７月 27日（月）出勤（仕事中はマスクを着用） 

        外食（昼食）※３ 

７月 28日（火）出勤（仕事中はマスクを着用） 

        外食（昼食）※３ 

        上記キャンプに参加した友人１名から新型コロナウイルス陽性者である 

ことが判明したことの連絡を受け、職場に報告後、帰宅。 

        盛岡市帰国者・接触者相談センターあて相談。 

７月 29日（水）帰国者・接触者外来を受診、ＰＣＲ検査を実施し、陽性と判明。 

        同日、感染症指定医療機関に入院。 

※１ 家族はいるが濃厚接触者ではない。 

※２ 26 日のいずれの立ち寄り先でも濃厚接触者はいない。 

※３ 27、28 日の外食先での濃厚接触者については調査中。 

資料№２－１ 



 

新型コロナウイルス感染者の状況等について（宮古市） 

 

１ 患者概要                                    

（１）年  代   30代 

（２）性  別   男性 

（３）居 住 地   岩手県宮古保健所管内（宮古市） 

（４）職  業   自営業 

（５）症 状 等   なし 

（６）濃厚接触者等 濃厚接触者は家族７名。それ以外の濃厚接触者は保健所にて調査中。 

（７）そ の 他   本人から医療機関 C に相談、７月 27 日（月）に宮古市地域外来・検査

センターを受診。同日、PCR検査を実施。 

７月 29日（水）に PCR 検査結果、陽性と判明。 

同日、感染症指定医療機関へ入院。 

発症前 14 日間の県外、海外渡航歴なし。 

 

２ 行動歴等                                    

（１）発症２日前からの行動歴 

７月 21日（火）  発熱。 

自家用車で医療機関Ａを受診（車内から電話で遠隔受信、マスク着用） 

７月 25日（土）  帰国者・接触者相談センターに電話連絡の上、自家用車で、医療機関

Ｂを受診（マスク着用）。 

７月 27日（月）  症状が継続することから、医療機関Ｃの医師の紹介を受けて、宮古市

地域外来・検査センターにおいて、同日、PCR 検査を実施。 

7月 29日（水）  PCR検査結果、陽性と判明し、同日、感染症指定医療機関へ入院。 

（２）発症 14日前からの行動歴 

 

 

 

 

 

 

※  7 月 16 日（木）に会食を一緒にした県内外の取引先 4 人のうち、県内の１名は症状があ

り（鼻とのどの違和感）、本日県央保健所が PCRを実施予定。その他の 3名に症状がな

いことを宮古保健所が電話にて確認済。 

資料№２－２ 

７月 16日（木）  県外の取引先２人と事務所で打合せ。（マスク着用） 

自家用車で移動し、飲食店２か所で会食（県外の取引先 2人、県内の

取引先 2人、本人の計 5人）※。 

県内のホテルに１人で宿泊。 

 


